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◆◆
２２
号号
議議
員員
（（
定定
数数
１１７７
人人
））  

  

会
員
を
業
種
別
に
分
類
し
た
６
つ 

の
部
会
か
ら
、
部
会
ご
と
に
割
当
数

に
基
づ
い
て
選
任
さ
れ
る
議
員
で
定

数
は
１７
人
で
す
。 

 

各
業
界
の
代
表
と
い
う
性
格
が
あ 

り
、
各
部
会
の
議
員
定
数
は
議
員
総

会
に
お
い
て
定
め
ま
す
。 

  

◎◎
選選
任任
方方
法法  

 

 

各
部
会
の
議
員
定
数
に
従
っ
て
各 

部
会
を
開
催
し
、
２
号
議
員
を
選 

任
し
ま
す
。 

 

◎◎
選選
任任
すす
るる
部部
会会
名名
とと
２２
号号
議議
員員  

  

のの
定定
数数
（（
業業
種種
別別
にに
６６
部部
会会
））  

  

○
商
業
部
会
（
５
人
） 

 

○
建
設
産
業
部
会
（
４
人
） 

 

○
製
造
部
会
（
１
人
） 

 

○
理
財
部
会
（
１
人
） 

 

○
飲
食
・
宿
泊
部
会
（
３
人
） 

 

○
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
３
人
） 

 

◆
３３
号号
議議
員員((

定定
数数
７７
人人))  

  

あ
ら
ゆ
る
業
種
、
業
態
、
地
域
等 

を
網
羅
し
、
総
合
的
な
見
地
か
ら 

商
工
会
議
所
の
運
営
上
、
欠
か
す 

こ
と
の
で
き
な
い
会
員
７
人
が
選 

任
さ
れ
ま
す
。

◆◆
１１
号号
議議
員員
（（
定定
数数
３３６６
人人
））  

  

 

１
号
議
員
と
は
、
会
員
事
業
所
ま 

た
は
特
定
商
工
業
者
の
投
票
に
よ
っ 

て
会
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
議
員 

で
す
。 

会
員
か
ら
立
候
補
ま
た
は
推
薦
に 

よ
り
選
任
さ
れ
、
会
員
の
代
表
と
い 

う
性
格
が
強
い
議
員
と
な
り
ま
す
。 

 

当
所
で
は
、
本
年
１０
月
末
日
の 

役
員
・
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

役
員
・
議
員
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

 
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
は 

約
千
人
の
会
員
事
業
所
の
中
か
ら 

選
ば
れ
た
代
表
（
６０
人
）
で
あ
り
、

そ
の
任
期
は
３
年
で
す
。 

 

こ
れ
は
、
国
が
定
め
た
「
商
工 

会
議
所
法
」
に
則
り
、
会
員
事
業 

所
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
選
出
さ
れ
た
役
員
・
議 

員
は
商
工
業
者
を
代
表
し
て
商
工 

会
議
所
の
事
業
運
営
に
関
わ
り
、 

そ
の
事
業
の
推
進
役
と
な
り
商
工 

業
界
の
振
興
と
発
展
に
ご
尽
力
を 

い
た
だ
く
重
要
な
役
割
を
担
っ
て 

お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
代
表
と 

し
て
、
広
く
商
工
業
者
の
意
見
が 

 
 

 
                             

                                   

                                     

                                    

 

〒〒009933--00001133  

北北海海道道網網走走市市南南 33条条西西 33丁丁目目

TTEELL  00115522((4433))33003311

FFAAXX  00115522((4433))66661155
  

令令和和４４年年８８月月号号  

NNoo..３３２２１１  

 

本年度は、網走商工会議所役員議員 

（定数６０人）の『改選期』です！

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関ととはは……経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

反
映
で
き
る
よ
う
に
幅
広
い
業
種 

か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
議
員
構 

成
と
す
る
た
め
、
１
号
議
員
、
２ 

号
議
員
、
３
号
議
員
と
種
別
を
設 

け
て
い
ま
す
。 

 

但
し
、
各
号
の
区
別
は
便
宜
上 

分
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、 

選
出
さ
れ
た
後
は
、
全
て
の
議
員 

は
同
一
資
格
と
な
り
ま
す
。 

 

各
議
員
の
役
割
は
次
の
と
お
り 

で
す
。 

議議
員員
はは
会会
員員
のの
代代
表表
でで
すす
！！  

各各
議議
員員
のの
役役
割割
とと
はは
……  

会会員員をを代代表表すするる役役員員議議員員はは幅幅広広いい業業種種かかららババラランンススののととれれたた構構成成ととししてていいまますす。。  

網網走走商商工工会会議議所所はは、、  

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関  

でですす。。  
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会  頭 議員総会において会員の中から選任します。会頭は商工会議所の代表者です。 

副 会 頭 
議員総会の同意を得て、会頭が会員の中から選任します（４人以内） 

副会頭は会頭を補佐する役割を担っております。 

専務理事 
議員総会の同意を得て、会頭が選任します。専務理事は会頭および副会頭を補佐し、事務

局を統括します。 

常 議 員 
議員総会において、議員の中から２０人を選任します。常議員会は機動的な意思決定と会

議所事業運営を図ります。 

監  事 
議員総会において、会員の中から３人選任されます。監事は会議所の業務内容や経理を監

査します。 

役員の選任 

常議員 

（議員の内２０人） 

 

議 員 

（会員の内６０人） 

 

 

会 員 

（全会員が６部会のいずれか 

に所属します。） 

１０月末日をもって、現在の役員（会頭、副会頭、専務理事、常議員および

監事）は任期満了となります。新役員は議員改選後に臨時議員総会（１１月１

日）において選任されることになります。 

網走商工会議所の組織図 

執行役員 
（会頭・副会頭・専務理事） 

監 事（３人） 

特定商工業者（市内の一定規模以上の商工業者は、商工会議所の事業活動推進のために事業概要を登録しています）

【常議員会】 
機動的な意思決定と円

滑な会議所運営を図る

ことを目的に開催 

【通常議員総会】 
会議所の事業運営を司

る最高意思決定機関 

令令和和４４年年度度  議議員員・・役役員員改改選選日日程程  

 議員の選挙・選任は１０月末日までに ３号議員、２号議員、１号議員の順で行われます。 

新議員の任期は、令和４年１１月１日から令和７年１０月３１日までの３年間です。 

８８月月２２３３日日（（火火））～～２２６６日日（（金金））  ３３号号議議員員決決定定（（１１号号、、２２号号にによよるる選選任任委委員員会会））  

８８月月２２６６日日（（金金））                ３３号号議議員員のの決決定定公公告告  

８８月月２２９９日日（（月月））～～９９月月６６日日（（火火））２２号号議議員員選選任任ののたためめのの各各部部会会開開催催  

９９月月  ７７日日（（水水））                ２２号号議議員員決決定定公公告告  

      ８８日日（（木木））                １１号号議議員員選選挙挙告告示示（（１１号号議議員員候候補補者者届届けけ出出開開始始日日））  

９９月月３３００日日（（金金））                選選挙挙人人名名簿簿調調整整日日  

１１００月月  ３３日日（（月月））～～７７日日（（金金））    選選挙挙人人名名簿簿縦縦覧覧期期間間  

      １１１１日日（（火火））                １１号号議議員員届届出出締締切切日日（（１１６６時時ままでで））  

      １１７７日日（（月月））                選選挙挙人人名名簿簿確確定定  

      ２２１１日日（（金金））                １１号号議議員員選選挙挙（（９９時時～～１１６６時時））  

      ２２４４日日（（月月））                １１号号議議員員決決定定公公告告  

１１１１月月  １１日日（（火火））                  臨臨時時議議員員総総会会  
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 人
材
不
足
対
策
支
援
と
し
て
市
内
高
校
生
を
対
象
に 

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
！ 

 
 

７
月
１５
日
（
金
）
網
走
セ
ン
ト
ラ 

 

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
合
同
企
業
説
明 

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

本
事
業
は
来
春
卒
業
を
予
定
す
る 

高
校
生
と
地
元
企
業
と
の
就
職
の
マ 

ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
す
る
も
の 

で
、
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
に
地
元 

企
業
の
魅
力
を
認
識
し
て
も
ら
い
、 

各
企
業
に
は
自
社
の
人
材
確
保
と
地 

域
就
労
者
の
増
進
に
向
け
て
毎
年
取 

り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。 

 

当
日
は
、
企
業
ブ
ー
ス
２８
社
、
市 

内
お
よ
び
近
郊
の
高
校
生
６２
名
（
４ 

校
）
が
参
加
。 

 

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
会
場 

で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

防
止
対
策
を
講
じ
た
中
、
企
業
ブ
ー 

ス
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

各
ブ
ー
ス
で
は
、
将
来
会
社
の
担 

い
手
と
な
る
生
徒
ら
に
向
け
て
積
極 

的
に
企
業
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
他
、
地 

元
で
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
と
企
業 

が
互
い
に
質
問
に
答
え
る
様
子
が
見 

受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

数数多多くくのの企企業業とと高高校校生生がが参参加加ししたた合合同同企企業業説説明明会会  

第
７４
回
あ
ば
し
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
夏
ま
つ
り 

 
 

（
７
／
２１
～
７
／
２４
の
４
日
間
）
開
催
お
礼
！ 

 
 

本
年
は
雨
天
の
た
め
中
止
と
し
た
、 

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
３
年 

振
り
に
夏
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
会
員
企
業
の
皆 

様
や
網
走
市
民
な
ど
、
多
く
の
方
々 

の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と 

認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
夏
ま
つ
り
の
メ
ー
ン
イ
ベ 

ン
ト
で
あ
る
花
火
大
会
並
び
に
あ
ば 

し
り
流
氷
乱
舞
は
雨
天
の
た
め
順
延 

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
翌
日 

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
変
残
念
な
が
ら
音
楽
行 

 

進
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
流
氷 

 

お
ど
り
は
予
定
通
り
に
開
催
で
き
、 

 

全
て
の
行
事
が
事
故
等
な
く
無
事
終 

 

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
引 

 

き
続
き
多
く
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た 

 

だ
け
る
よ
う
協
議
を
重
ね
て
参
り
ま 

 

す
の
で
変
わ
ら
ぬ
、
ご
支
援
ご
協
力 

 

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ 

 

ま
す
。 

（（写写真真左左下下：：流流氷氷乱乱舞舞、、左左上上：：流流氷氷おおどどりり、、写写真真右右：：花花火火大大会会））  
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新新型型ココロロナナウウイイルルスス対対策策ママルル経経融融資資・・  

特特別別利利子子補補給給制制度度（（実実質質無無利利子子））ににつついいてて  

新型コロナウイルス対策マル経に特別利子補給制度を併用することで実質的に無利子と

なるものです。 
 

◎◎新新型型ココロロナナウウイイルルスス対対策策ママルル経経融融資資  
・通称：マル経（小規模事業者経営改善資金融資）は、商工会議所・商工会等による経営

指導を受けた小規模事業者に対して、日本政策金融公庫等が無担保・無保証で融資を行

う制度です。 
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた特例措置として、1,000 万円の範囲内で当 
初 3 年間、通常の貸付金から▲0.9％引下げ。加えて、据置期間を運転資金で 3 年以内、

設備資金で 4 年以内に延長されます。 
 

【【利利用用対対象象者者】】  
・最近 1 ヵ月間の売上高又は、過去 6 ヵ月（最近 1 ヵ月を含む）の平均売上高が前 4 年の

 いずれかの年の同期と比較して 5%以上減少している小規模事業者の方。 
 

・商工会議所、商工会または都道府県商工会連合会の実施する経営指導を受けており、商

工会議所等の長の推薦が必要です。 
 

【【資資金金のの使使用用】】 運転資金、設備資金 ※（いずれもコロナの影響により必要となる資金に限る） 
 

【【融融資資限限度度額額】】通常のご融資＋別枠 1,000 万円 
 

【【金金      利利】】  
 1.22％（令和 4 年 7 月 1 日時点）より当初 3 年間、▲0.9% 
 

【【ごご返返済済期期間間】】（うち据置期間）〉 
 設備資金 10 年以内〈4 年以内（別枠の 1,000 万円以内）〉 

運転資金 10 年以内〈3 年以内（別枠の 1,000 万円以内）〉 
 
 

※詳細は、日本政策金融公庫 HP（https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/kaizen_m.html）
 
 
 

◎◎特特別別利利子子補補給給制制度度（（実実質質無無金金利利））  
・日本政策金融公庫等の「新型コロナウイルス感染症特別貸付」、「新型コロナウイルス対

策マル経融資」により借入を行った中小企業者等のうち、売上高が急減した事業者など

に対して、最長 3 年間分の利子相当額を一括で助成します。公庫等の即往債務の借換も

実質無利子化の対象となります。 
 

【【適適用用対対象象】】  
・上記借入を行った中小企業者で、特別貸付等の申込を行った際の最近 1 ヵ月、又は最近

1 ヵ月から遡った 6 ヵ月間の平均売上高と前 4 年のいずれかの年の同期と比較して、以 
下の要件を満たす方。 

 

①個人事業主（事業性のあるフリーランス含み、小規模に限る）：要件なし 
②小規模企業者（法人事業者）：売上高▲15%減少 
③中小企業者等（上記①②を除く事業者）：売上高▲20%減少 
 

【利子補給】 
 期 間：借入後当初 3 年間（最長） 
 補給対象貸付上限額：国民事業 6,000 万円 
  
 

※詳細は、（独）中小企業基盤整備機構 HP（https://tokubetsu-riho.jp/） 

                                

                                

                                

                              

 

網走市では、網走市民の健康増進を目的に３０歳以上の市民 

を対象に、特定健診（健康診断）や、がん検診、その他の健康 

に関するイベントに参加いただき、日々の生活習慣や運動習慣 

を見直しながら参加ポイントを貯めてもらうことで、野菜直売 

所で網走産野菜が購入できるクーポン券３千円分、網走総合体 

育館や市民健康プール利用券が進呈されるイベント「あばしり 

健康マイレージ」を実施中です。 

各事業所並びに個々の健康づくりのために、是非、この機会 

にご利用下さい！ 
 
 

≪≪実実施施内内容容≫≫  

  ◎◎期期    間間：：令令和和４４年年４４月月１１日日～～令令和和５５年年３３月月３３１１日日ままでで  

  ◎◎対対  象象  者者：：３３００歳歳以以上上のの網網走走市市民民（（令令和和５５年年３３月月３３１１日日ままででにに３３００歳歳ににななるる方方をを含含むむ））  

  ◎◎有有効効期期限限：：令令和和５５年年３３月月３３１１日日（（金金））１１７７::３３００分分ままでで  

  ◎◎取取組組方方法法  

①「あばしり健康マイレージ」パンフレット内にあるポイントカードを切り取り、氏名 

・健康目標を記入する。※カードを紛失しても再発行はされません。 

②パンフレットに記載されている健診や対象事業一覧から自分にあった健康づくり事 

業に参加いただき会場受付で押印してもらいポイントを２０ポイント貯めます。 

③２０ポイント貯めた後「網走市役所 戸籍保険課 医療保険係」へカードを提出する 

ことでオホーツク網走農産物直売所で使用できるクーポン券３千円分等が進呈され 

ます。 
 

≪≪ポポイインントトをを多多くく貯貯めめるるココツツ≫≫  
※各種健診等については領収書又は診断結果を市医療保険係窓口へ持参し押印  
・・健健康康診診断断をを受受けけるる－９ポイント ・人人間間ドドッッククをを受受けけるる－１５ポイント 
・・脳脳ドドッッククをを受受けけるる－１４ポイント ・ががんん検検診診（（11健健診診））－２ポイント 

 

※詳細・お問合せについて 
網走市役所戸籍保険課医療保険係（☎0152‐44‐6111 内線 232）まで 

 

 

令和４年度「事業承継・引継ぎ補助金」の公募のお知らせ！ 

事業承継や M&A（事業再編・事業統合等。経営資源を引き継いで行う創業を含む。）を契

機とした経営革新等への挑戦や、M&A による経営資源の引継ぎ、廃業・再チャレンジを行 
おうとする中小企業者等を後押しするため、「事業承継・引継ぎ補助金」による支援が実施 
されます。 
 

◎◎経経営営革革新新事事業業：：補補助助率率（（11//22））補補助助上上限限（（550000 万万円円以以内内））  
※補助対象経費（設備投資費用、人件費、店舗・事務所の改築工事費用等） 

 

◎◎専専門門家家活活用用事事業業：：補補助助率率（（11//22））補補助助上上限限（（440000 万万円円以以内内））  
 ※補助対象経費（M&A 支援業者に支払う手数料、デユーデリジェンスに係る専門家費用、

  セカンドオピニオン等） 
 

◎◎廃廃業業・・再再チチャャレレンンジジ事事業業：：補補助助率率（（11//22））補補助助上上限限（（115500 万万円円以以内内））  
 ※補助対象経費（廃業支援費、在庫廃棄費、解体費等） 
 

○○申申請請受受付付期期間間：：２２００２２２２年年８８月月１１５５日日ままでで（（予予定定））  
 
※『事業承継・引継ぎ補助金』の詳細について、 
中小企業庁 HP（https://www.chusho.meti.go.jp/zaimu/shoukei/2022/220707shoukei.html）
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新新型型ココロロナナウウイイルルスス対対策策ママルル経経融融資資・・  

特特別別利利子子補補給給制制度度（（実実質質無無利利子子））ににつついいてて  

新型コロナウイルス対策マル経に特別利子補給制度を併用することで実質的に無利子と

なるものです。 
 

◎◎新新型型ココロロナナウウイイルルスス対対策策ママルル経経融融資資  
・通称：マル経（小規模事業者経営改善資金融資）は、商工会議所・商工会等による経営

指導を受けた小規模事業者に対して、日本政策金融公庫等が無担保・無保証で融資を行

う制度です。 
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた特例措置として、1,000 万円の範囲内で当 
初 3 年間、通常の貸付金から▲0.9％引下げ。加えて、据置期間を運転資金で 3 年以内、

設備資金で 4 年以内に延長されます。 
 

【【利利用用対対象象者者】】  
・最近 1 ヵ月間の売上高又は、過去 6 ヵ月（最近 1 ヵ月を含む）の平均売上高が前 4 年の

 いずれかの年の同期と比較して 5%以上減少している小規模事業者の方。 
 

・商工会議所、商工会または都道府県商工会連合会の実施する経営指導を受けており、商

工会議所等の長の推薦が必要です。 
 

【【資資金金のの使使用用】】 運転資金、設備資金 ※（いずれもコロナの影響により必要となる資金に限る） 
 

【【融融資資限限度度額額】】通常のご融資＋別枠 1,000 万円 
 

【【金金      利利】】  
 1.22％（令和 4 年 7 月 1 日時点）より当初 3 年間、▲0.9% 
 

【【ごご返返済済期期間間】】（うち据置期間）〉 
 設備資金 10 年以内〈4 年以内（別枠の 1,000 万円以内）〉 
運転資金 10 年以内〈3 年以内（別枠の 1,000 万円以内）〉 

 
 

※詳細は、日本政策金融公庫 HP（https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/kaizen_m.html）
 
 
 

◎◎特特別別利利子子補補給給制制度度（（実実質質無無金金利利））  
・日本政策金融公庫等の「新型コロナウイルス感染症特別貸付」、「新型コロナウイルス対

策マル経融資」により借入を行った中小企業者等のうち、売上高が急減した事業者など

に対して、最長 3 年間分の利子相当額を一括で助成します。公庫等の即往債務の借換も

実質無利子化の対象となります。 
 

【【適適用用対対象象】】  
・上記借入を行った中小企業者で、特別貸付等の申込を行った際の最近 1 ヵ月、又は最近

1 ヵ月から遡った 6 ヵ月間の平均売上高と前 4 年のいずれかの年の同期と比較して、以 
下の要件を満たす方。 

 

①個人事業主（事業性のあるフリーランス含み、小規模に限る）：要件なし 
②小規模企業者（法人事業者）：売上高▲15%減少 
③中小企業者等（上記①②を除く事業者）：売上高▲20%減少 
 

【利子補給】 
 期 間：借入後当初 3 年間（最長） 
 補給対象貸付上限額：国民事業 6,000 万円 
  
 

※詳細は、（独）中小企業基盤整備機構 HP（https://tokubetsu-riho.jp/） 
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現
代
表
の
長
廻
弘
晃
氏
が
２
代
目
に 

就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
主
な
業
務
は
、
電
気
機
器 

販
売
修
理
や
陸
上
無
線
設
備
の
他
、 

電
気
通
信
機
器
販
売
・
施
行
・
保
守 

管
理
業
務
、
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設 

保
守
、
監
視
カ
メ
ラ
、
電
話
設
備
、 

音
響
工
事
、
音
響
機
器
レ
ン
タ
ル
、 

網
走
市
高
齢
者
向
け
緊
急
通
報
装
置 

の
取
付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で 

す
。 

 

ま
た
、
本
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
禍
に 

よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
夏
ま
つ
り 

等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
３
年
ぶ
り
に 

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
会
場
の
音
響 

設
備
に
つ
い
て
も
頑
張
っ
て
執
り
行 

い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

そ
の
他
、
各
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け 

事
業
と
し
て
北
海
道
の
防
災
通
信
設 

備
で
あ
る
衛
星
・
地
上
マ
イ
ク
ロ
波 

情
報
通
信
設
備
の
保
守
業
務
（
道
東 

方
面
）
や
各
所
監
視
カ
メ
ラ
設
備
、 

電
気
通
信
工
事
な
ど
を
請
負
う
こ
と 

㈲㈲ビビデデオオ電電機機商商会会  

代代表表取取締締役役社社長長  
長長廻廻  弘弘晃晃  氏氏  

昭
和
４８
年
９
月
に
は
使
用
し
て
い 

た
社
名
の
一
部
「
電
器
」
と
い
う
字 

を
「
電
機
」
と
い
う
字
体
に
変
更
し 

ま
し
た
。 

そ
の
理
由
と
し
て
、
メ
イ
ン
と
す 

る
業
務
内
容
が
、
電
気
修
理
業
か
ら 

当
時
、
電
電
公
社
（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
） 

の
無
線
電
話
設
備
工
事
や
ポ
ケ
ッ
ト 

ベ
ル
の
販
売
、
公
衆
電
話
管
理
、
電 

報
委
託
業
務
、
各
学
校
の
音
響
工
事
、

網
走
支
庁
（
現
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合 

振
興
局
）
情
報
通
信
設
備
工
事
、
女 

満
別
空
位
情
報
シ
ス
テ
ム
工
事
な
ど 

家
電
以
外
の
専
門
的
な
分
野
の
電
機 

設
備
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
事 

で
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

昭
和
５５
年
１２
月
に
は
、
市
内
南 

６
条
東
１
丁
目
１０
番
地
に
あ
っ
た 

事
務
所
を
、
現
在
の
市
内
新
町
２
丁 

目
１
の
４
に
移
転
し
ま
し
た
。 

 

平
成
９
年
１
月
に
は
、
ご
子
息
で 

で
業
務
に
必
要
な
資
格
の
取
得
と
新 

技
術
の
取
得
に
も
繋
が
っ
て
い
る
そ 

う
で
す
。 

長
廻
社
長
は
「
本
年
で
創
業
５８
年 

目
を
迎
え
ま
す
が
、
長
年
に
亘
り
こ 

こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
支 

え
て
く
れ
た
事
業
所
や
地
域
の
皆
様 

あ
っ
て
こ
そ
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
裏
方
と
し
て
皆
様 

の
お
役
に
役
立
て
る
こ
と
を
喜
び
に 

社
員
一
同
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、 

引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
致
し
ま
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま 

し
た
。 

（（昭昭和和 5555 年年））店店舗舗前前ににおおいいてて  

メメーーカカーー初初売売りり挨挨拶拶のの様様子子  

創創
業業
５５８８
年年  

電電
気気
機機
器器
のの
販販
売売
修修
理理
やや
各各
イイ
ベベ
ンン
トト
のの  

音音
響響
設設
備備
にに
対対
応応  

  
  
  
  
  

  

㈲㈲
ビビ
デデ
オオ
電電
機機
商商
会会  

戦
後
の
復
興
期
と
な
る
昭
和
３９
年 

２
月
、
現
代
表
の
父 

長
廻
桂
治
氏 

は
時
代
の
先
を
見
据
え
て
㈲
ビ
デ
オ 

電
器
商
会
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

社
名
の
由
来
は
、
当
時
、
仕
事
仲 

間
で
友
人
で
も
あ
っ
た
北
見
市
の
㈱ 

正
和
の
創
業
者
、
西
田
照
一
氏
か
ら 

「
こ
れ
か
ら
は
、
ビ
デ
オ
（
映
像
・ 

音
）
の
時
代
に
な
る
。
今
後
は
映
像 

を
変
換
・
伝
送
・
記
録
す
る
技
術
が 

発
展
し
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
る
。 

時
代
を
先
駆
け
、
ビ
デ
オ
電
器
商 

会
と
い
う
社
名
を
つ
け
て
商
売
を
始 

め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
」
と
提
案
さ
れ
、

社
名
と
な
り
ま
し
た
。 

                              

                              

 

 

 

 

  

事事業業所所名名  

㈱㈱シシエエルルイイノノベベーーシショョンン  

事事  業業  主主  佐佐々々木木
さ さ き

  淳淳
じゅん

ささんん  

事事業業内内容容  ドドロローーンンササーービビスス  

住住        所所  網網走走市市南南 1111 条条西西 22 丁丁  

目目 55 番番地地のの 11  
連連  絡絡  先先  
（（TTEELL））00115522--5555--44997733  
  

営営業業時時間間  88::0000～～1177::0000  

定定  休休  日日  不不定定休休  

  

事事業業所所名名  

㈱㈱ＭＭ
ま

aappssTTaapp
っぷすたっぷ

  
  

代代表表取取締締役役  関関
せき

山山
やま

  泰泰
やす

臣臣
とみ

ささんん  

事事業業内内容容  地地理理情情報報ｼｼｽｽﾃﾃﾑﾑｻｻｰーﾋﾋﾞ゙ｽｽ  

住住        所所    網網走走市市字字潮潮見見 226633 番番地地

4444  

連連  絡絡  先先  00115522--6677--77991166  
  

営営業業時時間間  99::0000～～1177::0000  

定定  休休  日日  土土日日祝祝日日  

会会員員事事業業所所紹紹介介！！  

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

地
理
空
間
情
報
を
扱
う
ビ
ジ
ネ
ス 

が
急
拡
大
す
る
中
、
創
業
者
で
あ
る 

関
山
さ
ん
は
、
自
ら
経
験
し
て
き
た 

Ｉ
Ｔ
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ 

Ｓ
）
の
経
験
を
活
か
し
、
地
元
の
企 

業
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
提
案
・
シ
ス
テ
ム
構 

築
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
新
た
な
価 

値
を
提
供
す
る
㈱
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
Ｔ
ａ
ｐ 

を
令
和
３
年
４
月
に
開
業
さ
れ
ま
し 

た
。 

  

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

紙
地
図
や
調
査
票
を
使
っ
た
ア
ナ 

ロ
グ
調
査
か
ら
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ 

ト
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
調
査
へ
、

お
客
様
の
業
務
改
善
を
提
案
し
て
い 

ま
す
。
農
業
を
例
に
小
麦
や
ジ
ャ
ガ 

イ
モ
等
の
病
害
虫
調
査
の
た
め
の
ア 

プ
リ
を
作
成
し
、
調
査
の
進
捗
管
理 

 

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

近
年
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
業 

務
や
新
サ
ー
ビ
ス
が
急
増
す
る
中
、 

自
ら
経
験
し
て
き
た
知
識
と
技
術
を 

活
か
し
、
空
か
ら
社
会
と
お
客
様
の 

課
題
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、 

令
和
４
年
４
月
「
㈱
シ
エ
ル
イ
ノ
ベ 

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
業
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
農
業
支
援
と 

測
量
を
メ
イ
ン
に
撮
影
や
各
種
ド
ロ 

ー
ン
ス
ク
ー
ル
、
販
売
を
行
っ
て
い 

ま
す
。 

本
年
６
月
に
は
、
湧
別
町
内
の
農 

場
に
お
い
て
ド
ロ
ー
ン
で
圃
場
を
撮 

影
し
、
タ
マ
ネ
ギ
の
生
育
の
ば
ら
つ 

き
を
ソ
フ
ト
で
解
析
。
適
切
な
量
の 

肥
料
を
自
動
散
布
す
る
技
術
「
可
変 

施
肥
」
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン 

を
行
い
日
本
農
業
新
聞
（
全
国
版
）
、

農
業
共
済
新
聞
に
大
き
く
取
り
上
げ 

ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
ー 

（
Ｓ
ｆ
Ｍ
）
ソ
フ
ト
で
世
界
的
に
有 

名
な
Ｐ
ｉ
ｘ
４
Ｄ
社
（
ス
イ
ス
本
社
）

の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
、
同
社
ソ 

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
す
る
企
業
や
個 

人
へ
の
講
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
農
業
分
野
で
は
珍
し
い
Ｎ 

Ｔ
Ｔ 

ｅ-

Ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
社
と
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
の
２ 

社
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
整
備
士 

を
取
得
し
て
お
り
、
お
客
様
の
ニ
ー 

ズ
に
合
わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま 

す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標  

「
地
域
の
未
来
を
見
据
え
、
『
空
』 

か
ら
省
人
化
、
生
産
力
向
上
の
一
助 

と
な
る
よ
う
邁
進
し
、
事
業
を
発
展 

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ 

ま
し
た
。 

や
調
査
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ 

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
仕
組
み
を
提
供 

す
る
他
、
自
治
体
向
け
サ
ー
ビ
ス
と 

し
て
部
署
ご
と
に
作
成
さ
れ
た
様
々 

な
地
理
空
間
情
報
を
統
合
し
、
行
政 

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ 

ス
の
向
上
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
位
置
情
報
と
関
連
す 

る
情
報
を
可
視
化
し
、
利
活
用
す
る 

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を 

得
意
分
野
と
し
、
北
見
工
業
大
学
の 

非
常
勤
講
師
と
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
教
え 

る
等
、
お
客
様
に
対
し
て
わ
か
り
や 

す
い
説
明
と
サ
ポ
ー
ト
が
最
大
の
魅 

力
で
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標 

「
自
社
の
未
来
を
見
据
え
て
、
機 

動
力
向
上
と
研
究
開
発
を
行
え
る
よ 

う
な
人
材
を
採
用
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク 

全
域
の
企
業
の
Ｄ
Ｘ
を
担
え
る
会
社 

と
し
て
あ
り
つ
づ
け
ら
れ
る
よ
う
邁 

進
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ 

ま
し
た
。 

事事務務所所ににてて関関山山代代表表  

日日本本農農業業新新聞聞記記事事  

ＨＨＰＰはは  
ここちちららかからら  

ドドロローーンンをを操操作作すするる  

佐佐々々木木ささんん（（右右））  
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現
代
表
の
長
廻
弘
晃
氏
が
２
代
目
に 

就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
主
な
業
務
は
、
電
気
機
器 

販
売
修
理
や
陸
上
無
線
設
備
の
他
、 

電
気
通
信
機
器
販
売
・
施
行
・
保
守 

管
理
業
務
、
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設 

保
守
、
監
視
カ
メ
ラ
、
電
話
設
備
、 

音
響
工
事
、
音
響
機
器
レ
ン
タ
ル
、 

網
走
市
高
齢
者
向
け
緊
急
通
報
装
置 

の
取
付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で 

す
。 

 

ま
た
、
本
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
禍
に 

よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
夏
ま
つ
り 

等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
３
年
ぶ
り
に 

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
会
場
の
音
響 

設
備
に
つ
い
て
も
頑
張
っ
て
執
り
行 

い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

そ
の
他
、
各
メ
ー
カ
ー
の
下
請
け 

事
業
と
し
て
北
海
道
の
防
災
通
信
設 

備
で
あ
る
衛
星
・
地
上
マ
イ
ク
ロ
波 

情
報
通
信
設
備
の
保
守
業
務
（
道
東 

方
面
）
や
各
所
監
視
カ
メ
ラ
設
備
、 

電
気
通
信
工
事
な
ど
を
請
負
う
こ
と 

㈲㈲ビビデデオオ電電機機商商会会  

代代表表取取締締役役社社長長  
長長廻廻  弘弘晃晃  氏氏  

昭
和
４８
年
９
月
に
は
使
用
し
て
い 

た
社
名
の
一
部
「
電
器
」
と
い
う
字 

を
「
電
機
」
と
い
う
字
体
に
変
更
し 

ま
し
た
。 

そ
の
理
由
と
し
て
、
メ
イ
ン
と
す 

る
業
務
内
容
が
、
電
気
修
理
業
か
ら 

当
時
、
電
電
公
社
（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
） 

の
無
線
電
話
設
備
工
事
や
ポ
ケ
ッ
ト 

ベ
ル
の
販
売
、
公
衆
電
話
管
理
、
電 

報
委
託
業
務
、
各
学
校
の
音
響
工
事
、

網
走
支
庁
（
現
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合 

振
興
局
）
情
報
通
信
設
備
工
事
、
女 

満
別
空
位
情
報
シ
ス
テ
ム
工
事
な
ど 

家
電
以
外
の
専
門
的
な
分
野
の
電
機 

設
備
業
務
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
事 

で
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

昭
和
５５
年
１２
月
に
は
、
市
内
南 

６
条
東
１
丁
目
１０
番
地
に
あ
っ
た 

事
務
所
を
、
現
在
の
市
内
新
町
２
丁 

目
１
の
４
に
移
転
し
ま
し
た
。 

 

平
成
９
年
１
月
に
は
、
ご
子
息
で 

で
業
務
に
必
要
な
資
格
の
取
得
と
新 

技
術
の
取
得
に
も
繋
が
っ
て
い
る
そ 

う
で
す
。 

長
廻
社
長
は
「
本
年
で
創
業
５８
年 

目
を
迎
え
ま
す
が
、
長
年
に
亘
り
こ 

こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
支 

え
て
く
れ
た
事
業
所
や
地
域
の
皆
様 

あ
っ
て
こ
そ
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
裏
方
と
し
て
皆
様 

の
お
役
に
役
立
て
る
こ
と
を
喜
び
に 

社
員
一
同
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、 

引
き
続
き
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
致
し
ま
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま 

し
た
。 

（（昭昭和和 5555 年年））店店舗舗前前ににおおいいてて  

メメーーカカーー初初売売りり挨挨拶拶のの様様子子  

創創
業業
５５８８
年年  

電電
気気
機機
器器
のの
販販
売売
修修
理理
やや
各各
イイ
ベベ
ンン
トト
のの  

音音
響響
設設
備備
にに
対対
応応  

  
  
  
  
  

  

㈲㈲
ビビ
デデ
オオ
電電
機機
商商
会会  

戦
後
の
復
興
期
と
な
る
昭
和
３９
年 

２
月
、
現
代
表
の
父 

長
廻
桂
治
氏 

は
時
代
の
先
を
見
据
え
て
㈲
ビ
デ
オ 

電
器
商
会
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

社
名
の
由
来
は
、
当
時
、
仕
事
仲 

間
で
友
人
で
も
あ
っ
た
北
見
市
の
㈱ 

正
和
の
創
業
者
、
西
田
照
一
氏
か
ら 

「
こ
れ
か
ら
は
、
ビ
デ
オ
（
映
像
・ 

音
）
の
時
代
に
な
る
。
今
後
は
映
像 

を
変
換
・
伝
送
・
記
録
す
る
技
術
が 

発
展
し
て
い
く
事
が
予
想
さ
れ
る
。 

時
代
を
先
駆
け
、
ビ
デ
オ
電
器
商 

会
と
い
う
社
名
を
つ
け
て
商
売
を
始 

め
て
は
ど
う
だ
ろ
う
」
と
提
案
さ
れ
、

社
名
と
な
り
ま
し
た
。 
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網走商工会議所８月のスケジュール 

 

◆ ２日（火） ・北海道労働局労働保険事務組合 

監査 

         ・地域振興委員会正副委員長会議 

◆ ４日（木） ・網走地区安全運転管理者協会 

法定講習会及び役員会 

◆ ８日（月） ・地域振興委員会 

◆ ９日（火） ・デジタル相談室 

◆１０日（水） ・デジタル相談室 

         ・共済推進会議 

         ・網走市戦没者追悼式 

 

 

◆２３日（火） ・特定地域づくり事業協同組合 

制度普及セミナー（オンライン） 

◆２４日（水） ・網走商工会議所議員会と網走市 

議会議員との親睦パークゴルフ大 

会 

◆２９日（月） ・電子帳簿保存法スキャナ保存法 

セミナー 

◆３０日（火） ・指導員研修会（川畑次長） 

          （9 月 1 日まで） 

 

 

  

当当所所議議員員  職職務務執執行行者者変変更更ののおお知知ららせせ  

 

新たな職務執行者として㈱デンソー網走テストセンター取締役  

加藤基朗氏が１号議員に選任されました。 

氏氏  名名  加加
か

  藤藤
とう

    基基
もと

  朗朗
あき

  氏氏  

事事業業所所  ㈱㈱デデンンソソーー網網走走テテスストトセセンンタターー  
  ((業業種種：：自自動動車車部部品品製製造造業業))  

就就任任日日  令令和和  ４４年年  ６６月月  ２２７７日日  
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